厚生労働大臣が定める掲示事項（令和 ８年 ６月1日現在）

当院は、厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。

開設者の氏名　　独立行政法人国立病院機構　理事長　新木　一弘

管理者の氏名　　七尾病院　院長　安井　正英

診療日及び診療時間
診療日　　　　月～金曜日
受付時間　　８時４０分～１５時００分
診療時間　　８時４０分～１７時００分

医療法承認病床数
一般病床　　２０６床
結核病床　　　　８床

入院基本料について
（1）　障害者病棟入院基本料　　７：１
当院は、入院患者７人に対して１人以上の看護職員を配置し、交代で２４時間看護を行っております。当院では付き添い看護は不要です。ご家族の方で付き添いを希望される場合は、院内に付き添い許可基準がございますので、主治医又は看護師長にご相談下さい。
　　　　　　　　　看護職員の配置については「施設基準における看護職員の配置」をご覧ください。

入院診療計画、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制について
当院では、入院の際に医師を初めとする関係職員が共同して、患者さんに関する診療計画を策定し、7日以内に文書によりお渡ししております。また、厚生労働大臣が定める院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制、意思決定支援及び身体拘束最適化の基準を満たしております。

明細書発行体制について
医療の透明化や患者さんへの情報提供を推進していく観点から、領収証の発行の際に、個別の診療報酬の算定項目の判る明細書を無料で発行しています。また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担の無い方についても、明細書を無料で発行しております。

明細書には、使用した医薬品の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点をご理解いただき、ご家族が代理で会計を行う場合のその代理の方への発行を含めて、明細書の発行を希望されない方は、料金計算窓口にてその旨お申し出ください。


当院は東海北陸厚生局長に下記の届出を行っております。
1）入院時食事療養費(I)、入院時生活療養(I)
当院は患者様の食事に関し、入院時食事療養費(I)又は入院時生活療養(I)を東海北陸厚生局へ届け出ている保険医療機関であり、患者様に配膳される食事は管理栄養士により管理されています。「入院時食事療養費に関する事項」をご覧ください。

朝食は7時30分頃、昼食は12時30分頃、夕食は18時以降に、温かい料理は温かく、冷たい料理は冷たくして配膳しております。　（適時・適温）

2）基本診療料の施設基準等に係る届出
障害者施設入院基本料７：１
診療録管理体制加算2
特殊疾患入院施設管理加算　　１階・２階・３階・４階病棟
療養環境加算
強度行動障害入院医療管理加算
栄養サポートチーム加算
医療安全対策加算１
医療安全対策地域連携加算１
感染対策向上加算３
連携強化加算
サーベイランス強化加算
電子的診療情報連携体制整備加算２
地域支援・医薬品供給対応体制加算２
データ提出加算１、３イ
入退院支援加算２
入院時支援加算
認知症ケア加算１（加算１）


3）特掲診療料の施設基準等に係る届出
喘息治療管理料
小児科外来診療料
薬剤管理指導料
医療機器安全管理料１
検体検査管理加算（Ⅱ）
時間内歩行試験及びシャルトウォーキングテスト
ヘッドアップティルト試験
脳波検査判断料Ⅰ
長期脳波ビデオ同時記録検査１
神経学的検査
ＣＴ撮影（マルチスライスＣＴ装置 １６列以上６４列未満）
脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ（初期加算、急性期リハビリテーション加算　有）
運動器リハビリテーション料Ⅰ（初期加算、急性期リハビリテーション加算　有）
呼吸器リハビリテーション料Ⅰ（初期加算、急性期リハビリテーション加算　有）
障害児(者) リハビリテーション料 
輸血管理料Ⅱ
医科点数表第２章第１０部手術の通則の１６に掲げる手術（胃瘻増設術）
胃瘻造設時嚥下機能評価加算
外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）
入院ベースアップ評価料37
入院時食事療養（Ⅰ）
特別食加算
食堂加算

保険外負担に関する事項について
1 保険外併用療養費の徴収
入院期間が180日を超える患者さまにつきましては、一定の症状にある方を除き、保険による一部負担金とは別に、特定療養費として1日あたり1，６２８円（消費税込）をいただいております。

2 特別療養環境の提供
特別室（有料個室）をご希望される方は、別途料金を頂いております。
詳しくは看護師長にご相談下さい。
なお、その他の部屋では差額ベッド料金は頂いておりません。
特別室料は別紙「有料個室のご案内」をご覧下さい。

3 その他保険外負担に係る費用
別紙「文書料金等一覧表」をご覧下さい。

患者相談窓口について
当院では、「患者相談窓口」を設置していますので、お気軽にご利用ください。診療内容に関すること、医療費に関すること、職員の接遇に関すること、退院後のことなど色々な相談を患者さんの立場に立ち、問題解決のためのお手伝いをします。

栄養サポートチームによる診療について
当院では、栄養状態の悪い患者様に対して、医師・看護師・薬剤師・管理栄養士等、さまざまな職種のメンバーにより、適切な栄養管理を行い、全身状態の改善に取り組んでいます。

後発医薬品（ジェネリック医薬品）ならびに一般名処方について
当院では、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用促進を図るとともに、後発医薬品のある医薬品については一般名処方（特定の医薬品を指定するのではなく、医薬品の有効成分名で処方箋を発行すること）を行う場合があります。

現在、一部の医薬品について十分な供給が難しい状況が続いています。
一般名処方を行うことで、医薬品の供給不足等が発生した場合にも、患者さんに必要な医薬品の供給がしやすくなります。その他にも、医薬品の処方変更等に関して、適切な対応ができる体制を整備して、医薬品の安定供給に向けた取り組みを実施しています。
なお、状況によっては、患者さんへ処方する薬剤が変更となる可能性がございます。事前にご説明の上変更いたしますが、ご不明点などがありましたら医師・薬剤師などにご相談ください。ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

バイオ後続品（バイオシミラー）の使用促進について
当院では、厚生労働省の方針に従いバイオ後続品を積極的に採用しております。バイオ後続品は、先行バイオ医薬品と品質がほとんど同じで、同じ効果と安全性が確認された薬剤です。
（例：インスリンアスパルト、インフリキシマブ 等）
バイオ後続品を使用することによって、患者さんの薬にかかる経済的負担が軽くなります。当院ではバイオ後続品を使用することがありますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。ご不明な点がございましたら、主治医または薬剤師にお尋ねください。

オンライン資格確認について
当院はオンライン資格確認の導入医療機関です。

オンライン資格確認とは、健康保険証と紐づけされたマイナンバーカード（マイナ保険証）または健康保険証を使用して、医療機関に設置された専用端末よりオンラインで保険証の資格情報を確認することができる制度です。（注１）
また、マイナ保険証を利用していただくと、他の医療機関で処方された薬剤情報や特定検診の情報をオンラインで確認することも可能です。診療に必要となる正確な情報を取得・活用することにより質の高い医療の提供に努めます。（注２）
オンライン資格確認や薬剤情報等の提供に同意される場合は、診察前に専用端末より同意確認の操作をお願いいたします。

（注１）マイナンバーカードを健康保険証として利用するには、事前に登録が必要です。受付窓口設置のマイナンバーカード利用端末、政府運営サイト『マイナポータル』または一部コンビニATMにて登録可能です。

（注２）他の医療機関で処方された薬剤情報や特定検診の情報を医療機関側が確認するには、窓口に設置してある専用端末にて患者様の同意確認が必要となります。


厚生労働省が定める手術に関する施設基準に係る実績について
　　特になし

その他
当院では、安全な医療を提供するために、医療安全管理者等が医療安全管理委員会と連携し、より実効性のある医療安全対策の実施や職員研修を計画的に実施しています。
当院では、感染制御のチームを設置し、院内感染状況の把握、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止等をおこない、院内感染対策を目的とした職員の研修を行っています。また、院内だけにとどまらず、地域の高齢者施設や病院の感染防止対策の知識の向上のための活動を行っています。
当院は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを社会的責任と考えます。個人情報保護に関する方針を定め、職員及び関係者に周知徹底を図り、これまで以上に個人情報保護に努めます。
当院では、患者さんが安心・納得して退院し、早期に住み慣れた地域で療養や生活を継続できるように、施設間の連携を推進し退院のご支援を実施しております。
当院では、医療従事者の負担の軽減及び処遇の改善に関する取組として下記の事に取り組んでおります。
当院は、協力型臨床研修病院として、研修医や地域で活躍する総合医の教育に注力するとともに、看護師、薬剤師等の養成機関からの実習生を積極的に受け入れ、医療を支える人材の育成に貢献しております。

